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糖尿病は、放置すると眼・腎臓・神経などに合併症を引き起こします。 また、
脳梗塞や心筋梗塞などの動脈硬化症も進行させます。合併症の発症を予防し、進行
を阻止すること、さらには健康な人と変わらない日常生活の質(QOL)が維持され、
健康な人と変わらない寿命が確保されることが糖尿病の治療の目的です。

糖尿病となった方が健康で幸福な寿命を全うするためには、早期から良好な血糖
値を維持することが重要です。そのための血糖管理目標値は、年齢、糖尿病であっ
た期間、現在の健康状態、低血糖の危険性、サポート体制などを考慮して、患者さ
んごとに設定する必要があります。

昭和62年～平成10年、熊本県で行われた2型糖尿病患者さんを対象とした研究
において、HbA1cが6.9%未満であれば細小血管合併症の出現する可能性が少な
いことが報告されています。また諸外国では、より大規模な研究が行われました。
その結果に基づいて合併症予防のための管理目標値として、日本糖尿病学会では
HbA1c 7%未満を推奨しています。

＜編集後記＞
3月になり暖かくなってきましたが、まだまだ寒い
日もあります。風邪に気を付けましょう！
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